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新潟医福誌１１（２）２２・３０

新潟医療福祉大学副学長（地域連携担当）　丸　田　秋　男　

Ⅰ．は じ め に

　本学は、「優れたQOLサポーターの育成」という建学の理念の下で、学生と教員の協働による地域貢献を大学教育

の重点目標にしている。また、学生と教員の協働による地域貢献のための仕組みとしては、平成２２年３月に本学が所

在する新潟市北区と包括連携協定を締結し、学生による主体的な活動を織り込んだ推進体制を整えている（図１）。

　３月１１日に発生した「東日本大震災」に対する学生ボランティアの活動は、このような仕組みを背景にして、新潟

市北区に設置された避難所において平成２３年３月２３日から同年８月２２日まで５か月間にわたって継続することができ

た。

　本稿では、まず、本学におけるボランティア教育と、平成１６年１０月２３日に発生した「新潟県中越地震」及び平成１９

年７月１６日に発生した「新潟県中越沖地震」における学生ボランティアの活動等を概観する。　　　　　　　　　　　

　次いで、「東日本大震災」における新潟市北区避難所（以下「避難所」という。）での５か月間にわたる本学の学生

ボランティアの活動の実際を明らかにした上で、今後の課題について論ずる。

図１　学生と教員による地域貢献の推進体制

Ⅱ．本学におけるボランティア教育

　本学におけるボランティア教育は、平成１３年の開学以来１１年目を迎える。授業科目は、「ボランティアの世界」（１

年次・１単位・選択）１）であり、全学科を対象とした初年次教育として「保健医療福祉基礎科目群」に位置づけられ

ている。
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東日本大震災における新潟医療福祉大学学生によるボランティア活動の実際と今後の課題

　授業の目標は、本学の建学の理念である「優れたQOLサポーター」を目指す学生にとってのボランティア活動の意

義を理解し、自ら主体的にボランティア活動に取り組むことのできる力量形成を図ることにある。

　新カリキュラム移行後の履修登録者の状況は表１に示すとおりであるが、教室の座席数の関係で履修登録者の上限

が３３０人とされているため、入学定員の増加により学生数に占める割合は減少している。

　なお、他大学に見られるようなボランティア活動をポイント化し、そのポイントによって単位を付与する制度は

採っていない。

　また、学生によるボランティア団体としては、平成１７年に学生の運営による「学生ボランティアセンター」が設立

され、ボランティア依頼の受付、ボランティアの募集、学生とボランティア先とのコーディネート等を行っている２）。

Ⅲ．本学における災害時の学生ボランティア活動の概要

　本学における災害時の学生ボランティアの活動としては、平成１６年７月１３日に発生した新潟県中越地方の集中豪雨

（以下「７．１３水害」という。）、平成１６年１０月２３日に発生した新潟県中越地震（以下「中越地震」という。）及び平成１９

年７月１６日に発生した新潟県中越沖地震（以下「中越沖地震」という。）がある。

　７．１３水害では、三条市・見附市・中之島町を中心に集中豪雨と堤防決壊による河川氾濫により発生した大規模な水

害の復旧に向けて、９日間にわたって延べ３５５人の学生が、ゴミ搬出、家具搬出、清掃、窓拭き等の活動を行った。

　３か月後に発生した中越地震では、２３日間にわたって延べ５９人の学生が新潟県災害ボランティア本部において災害

情報やボランティア情報に関する窓口対応等を行ったほか、１年間にわたって延べ１７８人の学生が知的障害者更生施

設（新潟県コロニーにいがた白岩の里、新潟県あけぼの園）において被災した障害者の生活支援及び精神面のケアに

当たる活動を行った。

　また、３年後に発生した中越沖地震では、３１日間にわたって延べ１１２人の学生が柏崎市及び刈羽村において被災者の

生活支援等の活動を行った。

　これらの活動の基本は、①自治体や社会福祉協議会等の要請に基づいていること　②学生の主体的な活動であるこ

と　③大学が学生の交通手段や物資面等での援助を行っていることにあり、このたびの東日本大震災における学生ボ

ランティアの活動にも引き継がれている。

Ⅳ．東日本大震災における本学の学生ボランティア活動

１　基本方針

　３月１４日に学内に設置された「東北関東大震災対策本部」３）では、学生の安全確認等を確保できないことから被災

地への学生ボランティアの派遣は行わないものとした。

　その一方で、新潟県内の避難所への学生ボランティアの派遣は、自治体や関係団体から依頼があった場合は全学的

に対応することを基本方針とした４）。

　また、学生ボランティアの派遣要請の受理、派遣の実施、自治体等との連絡調整は「災害ボランティアセンタ－」５）

が担当することとした。

表１　ボランティアの世界の履修登録者の状況

授業評価割　　合学 生 数履修登録者数

４.５２４９.７％６５０人３２３人平成２１年

４.４７４２.６％７６０人３２４人平成２２年

４.５０３７.９％８７１人３３０人平成２３年

注）授業評価は、５点評価である。
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新潟医福誌１１（２）２２・３０

２　経　　過

　・３月１４日　学内に「東北関東大震災対策本部」を設置する。

　・同　　日　新潟県、新潟市、新潟県社会福祉協議会、新潟市社会福祉協議会に対して本学の基本方針を伝える。

　・３月１８日　新潟市北区の豊栄総合体育館に避難所が設置される。

　・同　　日　新潟市北区役所及び新潟市北区社会福祉協議会から学生ボランティアの派遣要請を受ける。

　・３月２２日　学内に「災害ボランティアセンター」（センター長：地域連携担当副学長）を設置する。

　・３月２３日　避難所への一次（初期）対応として、３月２９日まで毎日５人の学生ボランティアの派遣を開始する

（レクア．コム部６）が対応）。

　・３月２３日　全学の学生を対象にして学生ボランティアの募集を開始する。

　　　　　　　学内において希望者に対する説明会を開催する（参加人数：約２８０人）。　

　・３月３０日　避難所への二次対応（春季休業中の対応）として、４月１０日まで毎日７人の学生ボランティアの派遣

を開始する。

　・４月１１日　前期の授業開始に伴い学生ボランティアの派遣人数を平日は２人、休日は５人に変更する。

　・６月１日　避難者数の減少等に伴い学生ボランティアの派遣は、土・日曜日のみに縮小する。

　・８月２２日　避難所の閉鎖に伴い学生ボランティアの派遣を終了する。

３　活動の実際

　１）活動場所

　　　新潟市北区避難所「豊栄総合体育館」７）， ８）

　２）活動期間

　　　平成２３年３月２３日から同年８月２２日までの５か月間

　３）活動時間

　　　原則として、午前９時から午後４時まで

　４）活動内容

　　・湯茶の確認

　　・配食の手伝い

　　・避難所の清掃

　　・被災者に対する案内

　　・子どもたちとの遊び　等

　５）活動方法

　当日の活動内容は、避難所のボランティア・コーディネーターの指示によるものとした。　また、一日の活動は、

学生用「災害ボランティア日誌」に記入し、翌日の学生への引継記録として活用した。服装については、学生ボ

ランティアであることを示す大学指定のジャンパー、大学の腕章及びネームプレートを着用した。

　６）活動実績

　ボランティア活動を行った学生数は延べ人数３５３人であり、活動期間別に見てみると表２のようになる。避難

所で生活する人や子どもの減少に伴い、学生ボランティアに対するニーズも少なくなる状況であっても、学生の

活動は途切れることはなかった。　　　　　　

　なお、学生ボランティアの学科別の構成割合を見てみると、社会福祉学科が全体の４３.９％と最も多く、次いで、

看護学科（１８.１％）、理学療法学科（１３.９％）の順となっている。　

　また、学科別の学生数に占める実人数の割合では、社会福祉学科が１７.７％と最も多く、次いで、看護学科
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東日本大震災における新潟医療福祉大学学生によるボランティア活動の実際と今後の課題

（１６.９％）、理学療法学科（１２.３％）の順であった（表３）。

　７）ボランティア保険

　　　新潟市北区社会福祉協議会に名簿を提出し、全国社会福祉協議会「ボランティア保険」に加入した。

　８）大学のサポート体制

　学生ボランティアの登録受付、派遣名簿（ボランティア保険加入者名簿を兼ねる）の作成、避難所との連絡調

整等の事務は「災害ボランティアセンター」が担当した。

　また、学生ボランティア用のジャンパー、大学の腕章及びネームプレートは貸与し、飲料水については支給し

た。なお、貸与又は支給に関する経費は大学の負担とした。

新潟日報２０１１年４月２１日付

表２　学生ボランティアの活動状況

説　　　　明活動人数期　　　間

レクア．コム部による初期活動　３５人３月２３日～３月２９日第１期

春季休業中の活動　８２人３月３０日～４月１０日第２期

前期授業中の活動２１８人４月１１日～５月３１日第３期

土・日曜日のみの活動　１８人６月　１日～８月２２日第４期

３５３人全期間合計
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新潟医福誌１１（２）２２・３０

Ⅴ．東日本大震災における本学の学生ボランティア活動の評価

　避難所の閉鎖に伴い５か月間にわたる本学の学生ボランティア活動の評価を行った。

　評価の方法は、避難所の運営責任者である北区健康福祉課長、避難所におけるボランティアの受付・登録・活動等

に関するコーディネート等の業務を統括した北区社会福祉協議会事務局長及び５か月間にわたって継続的にボラン

ティア活動を参加した社会福祉学科の学生２人（４年次）に対してヒアリングを行った。

　ヒアリング項目は、①活用できる点　②改善すべき点　③避難者への影響　④社会的な影響　⑤学生ボランティア

に対する満足度　⑥特記事項の６項目である。

　なお、ヒアリング対象者に対してはヒアリングの目的を説明し、その内容を本論文で公表することについて同意を

得ている。

　ヒアリングによる学生ボランティア活動の評価は表４に要約したとおりであり、北区健康福祉課長並びに北区社会

福祉協議会事務局長からは、「十分満足できる」ものであったとの評価を受けた。　　　　　　　　　　　　　　　　

　特に、「避難所のニーズに応じて５か月にわたって活動が継続されたこと」、「避難者の抱えている不安や困難を感じ

取り、その背景にある問題（要因）を考え、学生ボランティアの視点からの気づきを避難所のスタッフに伝えること

ができたこと」、「避難所の運営方針を理解し、避難者の自立を妨げるような関与をしなかったこと」、「避難者の話に

心を傾けて聴くことで、避難者の安心感（心理面）と安定感（生活面）の支えになったこと」、「学生が当たり前のよ

うに避難所にいることで、日常のボランティア活動の必要性が広く地域住民や関係者に認識されたこと」などが高く

評価された。

　その一方で、「あいさつ、衣服や身なり等のマナーの基本ができていない学生がいたこと」、「座学の知識や限られた

経験を専門性と混同している学生がいたこと」、「大学内において、学生に対して日々の避難所の運営状況や学生の活

動状況等を情報提供する仕組み（掲示板や情報コーナーの設置等）が十分でなかったこと」など、今後の課題とすべ

き指摘を受けた。

　また、避難所で継続的に活動した学生の自己評価では、「（避難者にとっては）子どもや孫のような存在で、（子ども

表３　学生ボランティアの学科別の状況

構成割合延 人 数
参　加　率
（a//b×１００）

学生数（b）実人数（a）

１３.９％４９人１２.３％３７３人４６人理学療法学科

７.９％２８人１０.２％２０６人２１人作業療法学科

４.５％１６人６.４％２０４人１３人言語聴覚学科

０.３％１人０.５％２０１人１人義肢装具自立支援学科

０.６％２人２.０％９９人２人臨床技術学科

５.１％１８人１０.２％１７６人１８人健康栄養学科

１.７％６人１.０％４７７人５人健康スポーツ学科

１８.１％６４人１６.９％３４３人５８人看護学科

４３.９％１５５人１７.７％５８２人１０３人社会福祉学科

２.８％１０人４.９％２０４人１０人医療情報管理学科

１.１％４人――１人大学院

１００.０％３５３人９.７％２,８６５人２７８人計

注）各学科の学生数は、参考値である（平成２３年８月１日現在）。
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大
人
を
は
じ
め
子
ど
も
や
ス
タ
ッ
フ
の

安
心
感
に
つ
な
が
っ
た
。

１
．
活
用
で
き
る
点

ヒ 　 ア 　 リ 　 ン 　 グ 　 項 　 目

・
初
期
の
活
動
に
お
け
る
失
敗
体
験
（
子
ど
も
に
対
し
て

感
情
的
に
怒
る
な
ど
）
か
ら
、
そ
の
後
の
活
動
に
つ
な

が
ら
な
い
学
生
が
い
た
こ
と
。

・
学
生
の
採
る
態
度
等
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
態
度
や

生
活
が
大
き
く
左
右
さ
れ
た
こ
と
。

・
学
生
に
対
す
る
初
歩
的
な
教
育
訓
練
が
必
要
で
あ
る
こ

と
（
挨
拶
が
で
き
な
い
、
胸
元
が
見
え
る
よ
う
な
服
を

着
て
く
る
な
ど
）。

・
一
部
の
学
生
に
、
断
片
的
な
専
門
知
識
で
避
難
所
の
運

営
を
批
判
す
る
な
ど
の
独
善
的
な
面
が
見
ら
れ
た
こ
と

（
障
害
児
の
生
活
場
所
に
つ
い
て
の
批
判
）。

・
学
生
を
派
遣
す
る
大
学
側
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
等

に
不
十
分
さ
を
感
じ
た
こ
と
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
必
要
性
）

２
．
改
善
す
べ
き
点

・
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
避
難
者
の
笑
顔
が
変
化
し
（
作

り
笑
顔
か
ら
自
然
な
笑
顔
へ
）、
被
災
時
の
体
験
や
他

の
避
難
所
で
の
辛
い
出
来
事
に
心
を
傾
け
て
聴
く
こ
と

で
、
避
難
者
の
安
心
感
が
高
ま
っ
た
と
実
感
し
て
い
る

こ
と
。

・
学
生
が
避
難
者
の
話
に
心
を
傾
け
て
聴
く
こ
と
が
で
き

た
こ
と（
「
自
分
の
子
ど
も
や
孫
で
も
で
き
な
い
こ
と
を

し
て
く
れ
る
」
と
の
声
）。

・
避
難
者
の
生
活
面
の
自
立
を
妨
げ
る
こ
と
を
し
な
か
っ

た
こ
と
。

・
学
生
が
避
難
者
の
話
に
心
を
傾
け
て
聴
く
こ
と
で
生
活

に
落
ち
着
き
を
与
え
た
こ
と
。

・
た
と
え
、
短
期
間
（
短
時
間
）
で
あ
っ
て
も
、
避
難
者

の
生
活
に
直
接
関
わ
る
こ
と
で
、
そ
の
人
の
生
活
の
支

え
に
な
れ
た
こ
と
。

３
．
避
難
者
へ
の
影
響

・
学
生
が
避
難
所
に
い
る
こ
と
が
「
当
た
り
前
」
の
こ
と

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
。

・
学
生
で
あ
っ
て
も
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
対
等
に
扱

わ
れ
、
必
要
な
情
報
と
役
割
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
、

関
係
機
関
や
地
域
の
信
頼
感
を
実
感
で
き
た
こ
と
。

・
地
域
住
民
に
と
っ
て
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
避
難
所
　

に
い
る
こ
と
が
「
当
た
り
前
」
と
い
う
状
況
が
地
域
か

ら
認
識
さ
れ
た
こ
と
。

・
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
特
別
な
も
の
で
は
な

く
、
日
常
の
ご
く
普
通
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
延
長
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
共
有
さ
れ
た
こ
と
。

・
日
常
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
延
長
と
し
て
、
同
じ
場

所
で
同
じ
時
間
を
共
に
過
ご
す
こ
と
が
、
何
よ
り
も
避

難
者
の
心
の
ケ
ア
や
精
神
面
の
サ
ポ
ー
ト
に
な
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
こ
と
。

・
心
の
ケ
ア
な
ど
と
う
た
わ
な
く
て
よ
い
。

４
．
社
会
的
な
影
響

・
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
避
難
者
が
心
を
開
い
て
く
れ
た

こ
と
や
、
一
人
の
人
間
と
し
て
関
わ
り
を
も
て
た
こ
と

に
嬉
し
さ
と
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。

・
体
調
を
崩
す
学
生
が
い
な
か
っ
た
こ
と
や
避
難
者
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
対
し
て
十
分
満
足

し
て
い
る
。

・
５
か
月
間
に
わ
た
っ
て
避
難
者
の
安
心
感
と
安
定
し
た

生
活
を
支
え
た
こ
と
に
対
し
て
十
分
満
足
し
て
い
る
。

５
．
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
す
る
満
足
度

・
専
任
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
い
な

い
こ
と
か
ら
、
事
務
局
職
員
が
連
絡
・
調
整
の
役
割
を

担
う
体
制
を
採
っ
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
当
た
っ
て

は
、
避
難
者
一
人
一
人
の
自
立
し
た
生
活
を
見
据
え
た

支
援
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
た
。

・
環
境
面
の
配
慮
と
し
て
は
、
畳
と
布
団
を
準
備
す
る
こ

と
を
基
準
と
し
た
。

・
避
難
者
の
生
活
の
場
に
、
関
係
者
（
報
道
機
関
を
含
む
）

の
立
ち
入
り
を
制
限
し
た
（
避
難
者
の
尊
厳
の
重
視
）。

特
　
記
　
事
　
項
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たちにとっては）兄や姉のような存在で、同じ場所で同じ時間を共に過ごすことの大切さを学んだ」、「避難者の話を

一生懸命に聞くことで心を傾けて聴くことの大切さを体験的に理解できた」、「避難者の笑顔や喜びを通して自らがエ

ンパワーメントされることを実感した」などとのプラスの評価とともに、避難者（子どもを含めて）がぶつけてくる

感情や行動に戸惑いモチベーションが下がった学生がいたり、思っていた活動ができず不満を表す学生がいたなど、

学生側の課題も指摘された。

Ⅵ．今後の課題

　本学における災害時の学生ボランティア活動の特色は、学生の主体性を尊重しながらも、被災地の状況、自治体等

からの要望内容、学生の安全確保及び学事暦（授業日程等）等を考慮し、大学としての基本的な方針を明らかにした

上で組織的な対応を採っていることにある。東日本大震災においても同様であり、一次（初期）対応から避難所が閉

鎖されるまでの５か月間にわたって学生ボランティア活動を継続した。

　その活動実績と評価については上述したとおりである。これらを踏まえ、本学における災害時の学生ボランティア

活動をめぐる課題としては、次のようなことが上げられる。

１　初年次におけるボランティア教育の充実

　本学では、初年次の前期に「ボランティアの世界」（１単位・選択）を配当しているが、教室の座席数の関係から履

修者を制限せざるを得ない状況にあり、入学者定員の増加に伴い学生数に占める履修者の割合が減少している９）。

　このたびの避難所のボランティアにおいても、ボランティアに関する初歩的な教育訓練の必要性が指摘されたよう

に初年次におけるボランティア教育の重要性は高い。

　今後については、原則として履修希望者全員が授業を受けることのできるカリキュラム上の配慮を検討する必要が

ある。

２　日常のボランティア活動の推進体制の強化

　日常のボランティア活動が、災害時におけるボランティア活動の基本になることや、避難者はもとより関係者や地

域から安心され信頼される力量形成に繋がっていることが確証づけられたといってよい。

　本学では、平成１７年に学生によって設置・運営する学生ボランティアセンターが設立されたが、ボランティア情報

の提供等に止どまっており、学生のボランティア活動の多くは、レクア．コム部や教員による紹介、学生の自主努力

等によるものである。

　今後については、学生委員会が学生ボランティアセンターを所管し、学友会組織の下で日常のボランティア活動を

コーディネートするなどの推進体制の強化について検討する必要がある。

３　ボランティア活動を通した帰納的学習プログラムの導入

　本学では、開学以来、学生と教員との協働による地域貢献を推進しており、ボランティア活動は地域貢献を推進す

る上での基本となる方法である。地域でのボランティア活動の実践を通した「気づき」や「体験的理解」を、大学に

おける「学び」や「研究」に還元する帰納的な学習プロセスは、本学の理念である「優れたQOLサポーターの育成」

にとって有効であると思われる。

　今後については、学生が４年間を通じて「優れたQOLサポーター」に求められる質的課題を達成するためのカリキュ

ラム（例えば、サービスラーニングの手法を活用した帰納的学習プログラム等）」の導入を検討する必要がある。

Ⅶ．お わ り に

　５か月間を振り返って、心に強く残ることの中から３つを紹介したい。

　１つ目は、３月の寒い日。本学の女子学生が、避難所の廊下の長椅子で小学５～６年の女児を膝に乗せ、後ろから

両手でしっかりと抱き締めていたこと。その女児の寂しさや辛さを全身で受け止め、その子が「もういいよ」という
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まで何時間でも抱き続けようとする強い意思と優しさを感じ、学生が同じ場所で同じ時間を共に過ごすことの大切さ

を再認識させられた。

　２つ目は、「ボランティアの世界」の授業で避難生活をしている人をゲストスピーカーに招いた日。学生は、想像を

絶する現実に接し胸が締めつけられるほどの衝撃を受けながらも、一瞬にして失ってしまう「家族や友人」や「当た

り前の生活」の大切さに気づき、語られる言葉や笑顔に嬉しさを感じ、心を傾けて一生懸命に聴くことを体験的に理

解したこと。他者の辛さや喜びを自己の辛さや喜びとすることで相互にエンパワーメントできることを再認識させら

れた。

　３つ目は、いかに大災害の被災者や避難者であったとしても、その被災者や避難者を一括りにして捉えるのでなく、

一人一人の尊厳と人権を保持する支援を実現することの大切さを学んだこと。北区の避難所は、避難者が起居する生

活の場に関係者以外（報道機関を含む）の立入りを制限し、生活の場と余暇的なサービス（演奏や踊りなど）の場を

分離した避難所である。たとえ、災害時であっても、常に生活者の尊厳と人権の保持に努めなければならないことを

再認識させられた。

　東日本大震災における本学の学生によるボランティア活動の実際と評価が、今後の学生ボランティア活動の一道標

となれば幸いである。

新潟日報２０１１年５月１３日付

 

Title:022-030丸田秋男.ec8 Page:29  Date: 2011/12/06 Tue 18:31:17 



 30 

新潟医福誌１１（２）２２・３０

　注

　１）開学当時の旧カリキュラムの授業科目名は、「ボランティア論」（１年次・１単位・選択）である。

　２）学生委員会が実施する学生アンケートでは、ボランティア活動を行っている学生は全体の約５割に上ってい

る。

　３）本部長は学長とし、副学長、大学院研究科長、学生部長、健康管理センター長、教務委員長、事務局長、事務

局総務課長、事務局教務課長によって構成された。

　４）新潟県内の自治体や関係団体からの依頼は、新潟市北区避難所のみであった。

　５）センター長は地域連携担当副学長とし、学生部長、学友会長、学生ボランティアセンター代表、レクア．コム

部代表、事務局次長、事務局総務課職員、事務局教務課職員によって構成された。

　６）ボランティア等を通して地域貢献活動を行う学生団体（部員数２７０人）で、児童の放課後支援、特別支援教育学

校の休日支援、地域のまちづくり支援等の幅広い活動を行っている。

　７）北区避難所は新潟市北区が設置し、開設期間は平成２３年３月１８日から同年８月２８日までの１６４日間である。こ

の間の延べ利用者数は１０,０６９人（８月２８日現在）で、ピーク時は２３６人（３月２４日）であった。

　　　　また、利用者の年齢構成は、０～２０歳未満が１１７人（３４.０％）、２０～６４歳が１９１人（５５.２％）、６５歳以上が３６人

（４.１％）、最高齢は９３歳であり、市町村別では、福島県相馬市が１４９人（４３.３％）と最も多く、次いで、いわき

市７９人（２３.０％）、相馬市２４人（７.０％）、波江町２４人（７.０％）、郡山市２３人（６.７％）の順であった。

　　　　なお、ボランティアの受付・登録・連絡調整・活動のコーディネート等に関する業務は北区社会福祉協議会

が統括し、新潟市北区と一体的な運営に当った。

　８）北区避難所におけるボランティアの延べ活動人数は９６４人（平成２３年８月２２日現在）であった。なお、この活動

人数には団体による炊き出しやイベント、地域住民との懇親会等の活動に参加した人数も含まれている。

　９）完成年度を迎えるまでは、学生数の７～８割が履修している状況であった。
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